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別記様式（第 14 条関係） 

 

附属機関等会議録 

令和７年 １月７日  

 

会 議 の 名 称 令和６年度  第１回島田市個人情報保護審議会  

開 催 日 時 
令和６年 12 月 26 日（木） 

午後２時 00 分～午後３時 15 分まで 

開 催 場 所  島田市役所本庁４階  第３委員会室  

会 議 の 議 題  

島田市における個人情報保護制度の運用と取組について 

(１)保有個人情報事務処理マニュアルの作成について（報告） 

(２)特定個人情報の独自利用事務の運用開始について（報告） 

(３)漏えい等事案について（報告） 

(４)その他 

会議の公開又は

全部若しくは一部

の非公開の別 

公開 ・ 非公開（ 全部 ・ 一部 ） 

会議の全部又は

一部の非公開の

理由  

 

公開の場合の  

傍聴人の数  
０人  

出席者の氏名等 
小西会長（オンライン出席）、尾村委員、金原委員、鈴木（久）委員、 

鈴木（幸）委員、蛭田委員の６名 

 

島田市における個人情報保護制度の運用と取組について 

(１)保有個人情報事務処理マニュアルの作成について（報告） 

(２)特定個人情報の独自利用事務の運用開始について（報告） 

(３)漏えい等事案について（報告） 

(４)その他 

※事務局から項目ごとに説明を行い、委員から意見・質問を受付けた。 

(１)保有個人情報事務処理マニュアルの作成について（報告） 

① 審議会の役割とマニュアル作成 

【意見】 

審議会の役割が大きく変わった。以前の審議会で

は、個人情報の取り扱いを開始したり変更したりす

る際には、審議会に諮り、事務の内容や根拠法令等

を説明しなくてはならず、職員にとっては緊張する

場面であったが、個人情報保護制度を理解しやす

い状況下にあった。一方で、現在は法改正により審

議会に諮ることがなくなってしまったので、個人情報

保護法制度が現場の職員から少し遠い存在になっ

てしまったのかと思う。そのような中で、マニュアル

を作成し、日々の業務に生かしていくことは良いこと
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であり、審議する場がないという審議会の弱点を一

部補うものになると考える。 

② マニュアルの使い方と記載内容 

[質問] 
このマニュアルは、どのような場面で使ってもらいた

いと考えているか。 

[回答] 

判断する際の参考となる考え方を確認したい場面

で、手に取ってもらいたいと考えている。例えば、災

害時における個人情報の取り扱いについて、根拠を

至急確認したい場面などで使ってもらいたい。 

【質問】 職員向けの個人情報保護研修で使うことはあるのか。 

【回答】 
研修での使用は想定していなかったので、研修での

使用も検討していきたい。 

【意見】 

マニュアルをせっかく作成しても使ってもらわないと

勿体ない。どういう時にマニュアルを使って欲しいの

か、ポイントはどこにあるのかなども研修の中で説明

し、いざという時に思い出してもらうことを伝えたら

良いと思う。また、「個人情報とは」で引っかかる人

もいるかと思う。個人情報に該当するかしないかの

判断基準なども盛り込んで欲しい。 

③ 委託先用のマニュアル 

[質問] 委託先用のマニュアルとしても使えるのか。 

[回答] 委託先用としては考えていなかった。 

【質問】 職員用と委託先用があれば良いと思う。 

【回答】 

委託者は、委託先の安全管理措置を講ずる必要が

あるため、委託先に守ってもらいたいことを記載し

たマニュアルなども検討してきたい。 

(２)特定個人情報の独自利用事務の運用開始について（報告） 

① 特定個人情報保護評価書 

[質問] 

特定個人情報の保護評価書については、「個人の

プライバシーなどの権利利益に与える影響を予測し

た上」でとあるが、漏えい等のリスクを軽減するため

の措置を盛り込むということか。 

[回答] 

この特定個人保護評価書には、取り扱う対象人数

やシステムの名称、特定個人情報をどのように保護

していくのか（漏えい等のリスクを軽減すための措

置）などの項目が盛り込まれている。 

［質問］ 

安全を担保するために、島田市（特定個人情報を扱

う部門）では、特定個人情報保護評価書を作成し、

公表していくことになるのか。 

［回答］ 

そのとおりである。なお、既に実施している事務につ

いては、国の個人情報保護委員会に保護評価書を

提出しているので、いつでも個人情報保護委員会

のホームページから保護評価書を見ることができ

る。また、市民の方に公表することで、島田市が適

切に特定個人情報を扱っていることを示すことがで

きると考える。 



3 

 

[質問] 
特定個人情報保護評価書は、島田市個人情報保

護審議会に今後報告することになるのか。 

[回答] 

そのように考えている。既に、他市町では個人情報

保護審議会に報告している事例があるため、運用

面も含め、どのようにしていくのか検討していきた

い。 

② 今後の独自利用事務 

［質問］ 
実施を検討している独自利用事務は１１の業務であ

るが、今後増えていく可能性があるのか。 

［回答］ 

マイナンバーの利活用を推進するDX推進課と検討

していく必要があるが、他分野での利用も視野に入

れている。 

③ 準法定事務の取り扱い 

［質問］ 島田市では、準法定事務を取り扱っているのか。 

［回答］ 

準法定事務として規定された１２の業務のうち、一つ

の事務（生活に困窮する外国人に対する保護の実

施）を取り扱っている。※島田市で取り扱っている

事務は、独自利用事務（情報連携を行ってない）と

して条例に定めていたものが、今回新たに準法定事

務に定められたものになる。 

④ 独自利用事務の未実施理由 

［質問］ 
島田市は独自利用事務が未実施であったが、先進

的に取り組まなかった理由は何か。 

［回答］ 

職員が不便を感じていなかったことや、対象となる

件数自体が少なく、あまりメリットを感じなかったこ

とが原因であるかもしれない。ただし、近隣市で出

来るものが、島田市では出来ないとなると、市民に

負担をかけてしまうことになるため、そのような負担

をなくしていきたいと考えている。 

⑤ 代理申請 

［質問］ 
高齢の両親に代わって申請手続きをしたい場合は、

どのように手続きを行えばよいか。 

［回答］ 
マイナンバーに係る手続きに限らず、代理で手続き

される場合には、委任状が必要になるかと思う。 

⑥ マイナンバー制度のメリットとデメリット 

［意見］ 

マイナンバーカードに様々なものが紐づけられてい

るが、本当に便利になるのか。不便になることもある

のではないか。今後すべてのものが紐づけられてし

まった場合、マイナンバーカードを紛失した際に、自

分を証明できなくなるのが一番困る。 

［回答］ 

マイナンバーのメリットの部分を説明させてもらった

が、運用していく上では、紛失するリスクや高齢者

等の取り残されてしまう方のサポートも同時に考え

ていかなくてはいけないと考えている。 

⑦ 情報連携時の回線（システム）について 

［質問］ 
情報連携で各自治体や関係機関とやり取りする場

合には、専用の回線を使って、情報のやり取りをす
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るのか。 

［回答］ 

マイナンバー専用の回線（正式名称：中間サーバＧ

Ｗシステム）を使ってやり取りすることになる。やり取

りする場合には、マイナンバーではなく、番号コード

に変換してやり取りを行うので、マイナンバーが流出

することはないと伺っている。 

⑧ マイナンバー制度と独自利用事務の展望 

［意見］ 

貴重なご意見であった。マイナンバー制度というも

のは、推進派と慎重派の両方の妥協点とする制度

運営をしているため、各自治体においては対応に苦

慮されてきたかと思う。一方で、徐々にではあるが、

マイナンバー制度の理解が進み、システム上もある

程度の安全性が確保されつつあることから、方向性

としては、マイナンバーの利用の方向に舵をとってい

るように思われる。いろいろな問題や危惧すること

があるため、現場の自治体としては、丁寧に対応し

ながら進めていくしかない。私たち、個人情報保護

審議会の立場としては、特定個人情報の漏えい等

がないように慎重な対応をしてもらうことを第一に

求めていくことが必要になる。そのような中で、島田

市では特定個人情報の保護評価をやっていく方針

であるため、そうしたことを丁寧にやっていくことが

適切な特定個人情報の保護に繋がっていくと考え

る。独自利用事務については、利用の状況、国や他

自治体の状況を見ながら、独自利用事務を増やし

ていくかどうかを検討していただければと思う。 

(３)漏えい等事案について（報告） 

① 委託先の対応 

[質問] 

市では、外部に複数のメールを送信する場合には、

強制的にBCCで送信される運用になったが、委託

先はどのような対応となるのか。 

[回答] 委託先の判断で対応してもらうことになる。 

【意見】 

委託先でも個人情報を漏えいしないように時間を

かけて確認している。ダブルチェックの例をあげる

と、メール送信時には、画面共有しながら、２人で

BCCに入っていることを確認したり、文章の内容を

読み上げながら間違いがないようにしたりしている。

「自分の身を守るために、確認してくださいね。」だ

けでは、防ぐことはできない。人的エラーになるの

で、仕組みで解決しなくてはいけない。市から指定

したやり方があれば、それを委託先に伝えてもらい

たい。リスクを防ぐためにも、個人情報を取り扱う際

には、こういうやり方でお願いしますということを示

してもらったほうが良いと考える。 

［回答］ 
誰にでも起こり得ることをなくしていく手段を委託先

も含めて伝えていきたい。 

② 改修コスト 

[質問] システムの強制変更にどのくらいのコストがかかっ
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たのか。 

[回答] 
現システムの中で変更したことになるので、コストは

かかっていないと聞いている。 

【意見】 

そうであるならば、委託先に、こうした方法でBCC

の強制変更が出来ることをアドバイスしてはどうか。

強制変更の方法が守秘義務でなければ、こういうや

り方をすれば、強制BCCが出来ることを是非伝え

ていただきたい。 

(４)その他 

 ① 総括 

 ［意見］ 

本審議会の役割は、制度改正に伴い、大きく変わっ

たが、このように制度全般について意見交換をする

ことは大変大事なことである。行政総務課だけで処

理することばかりではないかもしれないが、ご意見

を参考にして、個人情報の保護について、一層の適

切な取り扱いをしていただきたい。 

提出された資料等 
・【次第】第１回島田市個人情報保護審議会 
・【説明資料】第１回島田市個人情報保護審議会 

会議を所管する

課の名称 
行政経営部 行政総務課 

その他必要な事項 なし 

 


